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明
治
政
府
は
な
ぜ「
神
」の
墓
＝
神
代
三
陵

を
定
め
た
の
か
。近
代
宗
教
行
政
史
を
薩

摩
藩
か
ら
読
み
解
き
、
神
話
が
現
実
化
し

て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
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壮
一
朗（
く
ぼ
　
そ
う
い
ち
ろ
う
）

一
九
八
二
年
鹿
児
島
生
ま
れ
。東
京
工
業
大
学
理
学
部
数
学

科
卒
。二
〇
〇
四
年
文
部
科
学
省
入
省
、
二
〇
〇
八
年
退
職
。

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
大
浦
町
に
移
住
し
、「
南
薩
の
田
舎
暮

ら
し
」
の
屋
号
で
柑
橘
栽
培
を
中
心
と
す
る
農
業
・
食
品
加

工
業
・
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
営
業
を
手
が
け
る
傍
ら
、
郷
土
史
や

幕
末
以
降
の
宗
教
行
政
史
を
研
究
。著
作
に
『
鹿
児
島
西
本
願

寺
の
草
創
期̶

な
ぜ
鹿
児
島
に
は
浄
土
真
宗
が
多
い
の

か̶

』（
私
家
版
）が
あ
る
。ブ
ロ
グ「
南
薩
日
乗
」運
営
。

◆
著
者
略
歴

序
　
章
　
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
の
称
讃

第
一
部
　
神
代
三
陵
の
政
治
的
意
味
と
そ
の
確
定
過
程

第
一
章
　
天
皇
陵
の
再
創
造

第
二
章   「
文
久
の
修
陵
」と
宇
都
宮
藩
の
危
機

第
三
章   「
万
一
彼
奸
賊
山
陵
修
復
等
を
企
候
は
ば
」

第
四
章
　
神
話
は
現
実
化
し
て
い
っ
た

第
五
章
　
薩
摩
藩
と
神
代
三
陵

第
六
章
　
江
戸
時
代
の
合
理
的
精
神

第
七
章
　
島
津
久
光
と
明
治
政
府
の
対
立

第
二
部
　
田
中
頼
庸
と
廃
仏
毀
釈

第
一
章
　
嘉
永
朋
党
事
件
と
国
学
の
弾
圧

第
二
章
　
田
中
頼
庸
と
幕
末
の
国
学

第
三
章
　
薩
摩
の
国
学
と
廃
仏
毀
釈

第
四
章
　
神
道
国
家
薩
摩

第
五
章
　
皇
軍
神
社
と
新
し
い
神
道

第
六
章
　
高
屋
山
上
陵
の
変
転

第
三
部
　
薩
摩
藩
と
教
部
省

第
一
章
　
国
学
者
の
敗
北

第
二
章
　
神
祇
官
復
興
、薩
人
尽
力

第
三
章
　
空
前
絶
後
の
陵
墓
大
量
確
定
の
中
で

第
四
部 「
神
の
国
」へ
の
歩
み

第
一
章
　
三
島
通
庸
の「
黄
金
の
神
殿
」

第
二
章
　
作
り
変
え
ら
れ
た
伊
勢
神
宮

第
三
章
　
保
守
主
義
者「
玩
古
道
人
」

第
四
章
　
国
史
編
纂
の
挫
折

第
五
章   「
肇
国
の
聖
地
」を
巡
る
鹿
児
島
と
宮
崎
の
争
い

　終
　
章
　
神
話
を
再
び
神
話
へ
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